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この展示で使用した写真は，とくに断らない限り，全て当館収

蔵の長船友則氏収集資料（文書番号 200407-2993）です。これら

の写真は，所定の申請手続きにより，複写，出版物への掲載，展

示などに御使用いただけます。 
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◆ 

最
後
の
敷
設
区
間
（
浜
原
―
口
羽
間
） 

こ
の
路
線
は
、
三
江
線
を
全
線
開
通
さ
せ
た
最

後
の
敷
設
区
間
で
す
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六

六
）
か
ら
八
年
の
歳
月
を
か
け
て
工
事
が
行
わ
れ
、

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
八
月
三
十
一
日
、
三

江
南
線
と
三
江
北
線
が
一
つ
に
結
ば
れ
、
全
長
一

〇
八
・
一
㎞
の
三
江
線
が
全
通
し
ま
し
た
。 

従
前
の
区
間
が
、
江
の
川
を
横
に
見
な
が
ら
渓

流
沿
い
を
ひ
た
す
ら
走
る
の
に
比
べ
て
、
こ
の
新

線
部
分
は
高
架
や
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
、
高
速
で
運

転
す
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
年
に
博
多
ま
で
全
通
し

た
山
陽
新
幹
線
に
対
し
て
〝
三
江
新
幹
線
″
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
開
業
し
た
駅
は
全
て
無
人
駅
で
あ
り
、

全
通
は
し
た
も
の
の
、「
開
通
時
の
信
号
シ
ス
テ
ム

は
従
前
の
ま
ま
で
、
江
津
～
三
次
間
直
通
の
列
車

は
全
く
無
く
、
浜
原
、
口
羽
で
の
乗
換
の
不
便
」（
長

船
友
則
氏
前
掲
書
）
が
残
り
ま
し
た
。 

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
三
月
三
十
日
に

全
線
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
列
車
集
中
制
御
装
置
）
化
さ
れ
、

直
通
運
転
が
可
能
と
な
り
、
利
便
性
の
向
上
が
期 

待
さ
れ
ま
し
た
が
、
快
速
や

急
行
な
ど
の
優
等
列
車
は
、

最
後
ま
で
運
行
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。 

0046（№130722）三江線 沢谷～潮間にて 441D 

平成 2.5.5 

石見都賀～宇都井間にて 9435 レ 平成 1.11.22 

石見都賀～宇都井間にて 446D 平成 4.11.22 

0047（№130803A）三江線 宇都井駅 
にて 444D 平成 2.5.5 

◆ 

三
江
線
の
鉄
橋
た
ち 

三
江
線
は
、
中
国
地
方
最
大
の
河
川
で
あ
る
江

の
川
に
沿
っ
て
ひ
た
す
ら
走
る
路
線
で
し
た
。
沿

線
風
景
の
最
大
の
魅
力
は
、
こ
の
雄
大
な
江
の
川

の
渓
流
風
景
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
雄

大
な
川
の
流
れ
が
車
窓
の
右
に
左
に
入
れ
替
わ

り
、
そ
の
た
び
に
い
く
つ
も
の
鉄
橋
を
渡
る
。
こ

の
鉄
橋
も
ま
た
、
三
江
線
名
物
の
一
つ
で
し
た
。 

江
の
川
の
本
流
を
渡
る
鉄
橋
は
七
つ
あ
り
、
こ

の
う
ち
三
江
南
線
側
の
橋
梁
は
三
次
側
か
ら
順
に

第
一
～
第
三
可
愛
川
橋
梁
と
称
し
、
三
江
北
線
側

の
橋
梁
は
江
津
側
か
ら
順
に
第
一
～
第
四
江
川
橋

梁
と
称
し
ま
す
。「
江
の
川
」
は
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
四
月
に
一
級
河
川
に
昇
格
し
た
際
に
定

め
ら
れ
た
名
称
で
、
そ
れ
以
前
は
江
川
（
ご
う
が

わ
）・
郷
川
な
ど
と
呼
ば
れ
、
広
島
県
側
の
上
流
で

は
可
愛
川
（
え
の
か
わ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
開

通
し
た
南
線
側
の
鉄
橋
は
「
可
愛
川
橋
梁
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

広
島
県
域
側
に
属
す
る
三
江
線
の
鉄
橋
の
う

ち
、
昭
和
三
十
年
代
に
敷
設
さ
れ
た
式
敷
―
口
羽 

間
の
鉄
橋
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
青
焼
き
図
面
が

当
館
収
蔵
の
行
政
文
書
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

石見都賀～宇都井間 第二江ノ川鉄橋
にて 9347D 快速江ノ川 平成 2.5.4 

伊賀和志～宇都井間 第三江ノ川鉄橋
にて 446D 平成 2.5.4 

明塚～粕淵間 第一江ノ川鉄橋にて 
448D 平成 2.5.3 

伊賀和志～口羽間 第四江ノ川鉄橋
にて 臨レ「星野家三江線の旅」号 

平成 2.5.5 

第二可愛川橋梁（左）と第三可愛川橋梁 

第二・第三可愛川橋梁については，広島県行政文書に青焼き図面がある。 
 

※この 2 枚の写真は，当館収蔵資料ではありません。 
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注1） 路線は開通時期ごとに色分けしている。 

（路線図下の年代は各区間の開通年） 

注2） 各駅に表示した数字は営業開始年 

（「S5」＝昭和 5年営業開始） 

注3） 灰色の線は河川（主に江の川） 

注4）   行き違い設備のある駅 

  行き違い設備のない駅 
 

三江線路線図 
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写
真
展 

三
江
線
の
軌
跡 

三
次
か
ら
島
根
県
の
江
津
ま
で
を
結

ぶ
全
長
一
〇
八
・
一
㎞
に
及
ぶ
三
江
線

は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月

一
日
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
に
石
見
江
津
～
川
戸
間

で
初
め
て
三
江
線
が
開
通
し
て
か
ら
八

八
年
、
全
線
が
開
通
し
た
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
か
ら
わ
ず
か
四
三
年
で

の
廃
止
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
パ
ネ
ル
展
示
で
は
、
鉄
道
史
家

長
船
友
則
氏
か
ら
当
館
へ
寄
託
さ
れ
た

鉄
道
写
真
を
中
心
に
、
三
江
線
の
姿
を

偲
ぶ
当
館
収
蔵
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。 

廃
止
さ
れ
た
今
、
三
江
線
の
遺
構
を

ど
の
よ
う
に
残
し
、
活
用
し
て
い
け
る

か
が
、
次
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
三
江
線
の
魅
力

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
に
向
け
て
少
し
で
も
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

◆ 

石
見
江
津
―
浜
原
間 

（三
江
北
線
区
間
） 

こ
の
区
間
は
、
戦
前
に
開
通
し

た
路
線
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

四
月
二
十
日
、
石
見
江
津
（
の
ち

「
江
津
」
に
改
称
）
―
川
戸
間
の

一
三
・
九
㎞
が
開
通
し
、「
三
江
線
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十

二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
二
十
日

に
は
石
見
簗
瀬
―
浜
原
間
が
開
通

し
、
総
延
長
は
五
〇
・
一
㎞
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
戦
前
に
開
通
し
た
路
線

は
、
「
他
の
国
鉄
線
と
同
じ
よ
う

に
、
旅
客
列
車
、
貨
物
列
車
の
双

方
が
走
り
、
信
号
・
通
信
シ
ス
テ

ム
を
備
え
、
主
な
駅
に
は
職
員
が

常
駐
し
て
行
き
違
い
設
備
も
完
備

し
た
普
通
の
路
線
」
（
長
船
友
則

『
三
江
線
88

年
の
軌
跡
』（
二
〇

一
八
、
ネ
コ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
））

で
し
た
。 

◆ 

三
次
―
口
羽
間
（三
江
南
線
区
間
） 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
三
次
側
か
ら

も
敷
設
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
中
戦
争

の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
鉄
橋
資
材
な
ど
も
戦
地

へ
転
送
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
工
事
が
再
び
着

工
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
か

ら
で
、
同
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
三
十
一
日

に
は
三
次
―
式
敷
間
が
開
通
し
、「
三
江
南
線
」
と

な
り
、
従
前
の
石
見
江
津
―
浜
原
間
は
「
三
江
北

線
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
路
線
は
、
緊
縮
予
算
の
影
響
の
も
と
で
敷

設
さ
れ
、「
沿
線
の
人
口
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
が
、
尾
関
山
―
口
羽
間
の
一
一
駅
の
う
ち
、

尾
関
山
を
除
く
一
〇
駅
が
終
点
駅
を
含
め
て
完
全

な
無
人
駅
で
、
当
初
は
三
次
駅
を
除
い
て
信
号
・

通
信
シ
ス
テ
ム
も
な
く
、
た
だ
一
本
の
列
車
が
二

八
・
四
㎞
の
路
線
を
往
復
す
る
だ
け
の
、
従
前
の

一
般
の
国
鉄
路
線
と
は
全
く
異
質
の
路
線
」（
長
船

友
則
氏
前
掲
書
）
で
し
た
。 

運
転
専
用
電
話
も
設
備
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

当
時
こ
の
区
間
に
一
本
の
列
車
が
運
行
し
て
い
る

間
は
、
絶
対
に
他
の
列
車
は
運
行
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

三次駅にて キハ 402114 昭和 62.8.9 

長谷～粟屋間にて 上り「わんぱく列
車」回送 1999.7.26 

三次～尾関山間にて 332D 昭和 60.5.5 

式敷～信木間にて 下り「わんぱく列
車」回送 1999.7.26 

川平～川戸間にて 9439レ（C56160） 平

成 4.11.21 粕淵駅にて 451D 平成 2.5.3 

◆ 

三
次
―
江
津
間
全
通
の
日 

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
八
月
三
十
一
日
、

口
羽
―
浜
原
間
の
開
通
に
よ
り
、
三
江
線
は
よ
う

や
く
全
通
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
新
線
の
一
番
列

車
は
浜
原
駅
を
六
時
一
〇
分
に
発
車
し
、
四
七
分

で
口
羽
駅
に
到
着
。
折
り
返
し
て
再
び
浜
原
駅
に

到
着
後
、
祝
賀
列
車
と
し
て
八
時
三
四
分
に
口
羽

駅
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。 

祝
賀
列
車
の
発
車
を
待
つ
浜
原
駅
で
は
、「
祝
三

江
線
全
通
」
と
書
か
れ
た
団
扇
が
配
ら
れ
、
報
道

カ
メ
ラ
マ
ン
の
円
陣
が
で
き
、
線
路
上
に
も
カ
メ

ラ
を
持
っ
た
人
々
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
花
束
贈
呈

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
そ
し
て
く
す
玉
が
割
ら
れ
、

ホ
ー
ム
に
待
機
し
て
い
た
川
本
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
が
一
斉
に
「
鉄
道
唱
歌
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

口
羽
駅
で
も
、
駅
前
広
場
に
は
小
旗
を
持
っ
た

人
々
が
あ
ふ
れ
、「
三
江
線
八
十
年
の
歩
み
」
と
題

し
て
地
元
民
に
よ
る
仮
装
行
列
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
列
車
の
乗
車
率
は
一
二
〇
％
と
な
り
、
都
会

の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
な
み
の
混
雑
と
な
り
ま
し
た

（
長
船
友
則
「
三
江
線
全
通
の
日
」
〈
『
か
も
め
』

五
一
号
、
一
九
七
六
〉
及
び
同
氏
前
掲
書
を
参
照
）
。

 

浜原駅 昭和 50.8.30 

浜原駅にて 祝賀列車（343D）のテープ
カット 昭和 50.8.31 

口羽駅にて 342D 昭和 50.8.31 

口羽駅にて 左 2342D，右 342D 
昭和 50.8.31 

※この路線図中に使用した写真は，当館収蔵資料ではありません。 

 


